
○
教
員
消
息

▽
浜
島
典
彦
学
長

▽
池
上
要
靖
教
授

身
延
山
大
学
仏
教
学
部
の
平
成
二
五
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
二
六
年
九
月
三
○
日
ま
で
の
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
ま
す
。

《
講
演
等
》

《
論
文
》

新
任特

任
講
師
中
野
一
茂

森
田
麻
登

彙
報

「
法
華
信
仰
者
に
学
ぶ
」
平
成
二
五
年
二
月
二
六
日
於
埼
玉
県
布
教
師
会

土
冨
店
法
縁
講
演
会
「
法
華
経
信
仰
者
に
学
ぶ
」
平
成
二
六
年
三
月
一
三
日

（
財
）
法
華
会
一
○
○
周
年
講
演
会
「
法
華
会
の
歴
史
に
つ
い
て
」
平
成
二
六
年
四
月
一
二
日

日
蓮
宗
保
護
司
会
講
演
会
「
日
蓮
宗
の
社
会
事
業
に
つ
い
て
」
平
成
二
六
年
六
月
九
日

新
潟
県
東
部
檀
信
徒
協
議
会
講
演
会
「
お
題
目
は
何
故
唱
え
る
の
か
」
平
成
二
六
年
六
月
一
六
日

千
葉
県
西
部
檀
信
徒
協
議
会
講
演
会
「
い
の
ち
に
合
掌
」
平
成
二
六
年
六
月
二
一
日

身
延
山
大
学
駿
河
同
窓
会
講
演
会
「
日
本
高
等
評
価
機
構
の
認
証
評
価
に
つ
い
て
」
平
成
二
六
年
九
月
五
日

北
海
道
教
区
檀
信
徒
研
修
道
場
講
演
会
「
終
活
ブ
ー
ム
と
お
題
目
」
平
成
二
六
年
九
月
二
九
日

彙
報

一



▽
福
士
慈
稔
教
授

《
学
術
論
文
》

《
学
会
発
表
》

《
そ
の
他
》

《
講
演
等
》

紙
上
説
法
第
四
八
回
「
雪
供
養
」
、
平
成
二
六
年
三
月
号
、
「
み
の
ぶ
教
報
」
（
毎
月
１
回
発
行
）

「
何
故
、
お
題
目
な
の
か
」
日
蓮
宗
山
梨
県
第
二
部
宗
務
所
檀
信
徒
協
議
会
総
会
講
演
会
講
師
富
士
川
町
二
○
一
四
年
七
月
五
日

「
介
護
現
場
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
」
茨
城
県
福
祉
介
護
事
業
協
同
組
合
主
催
講
演
会
講
師
つ
く
ば
市
国
際
会
館
二
○
一
四
年
八
月
二
五
日

「
延
山
流
声
明
と
ご
祈
祷
」
九
州
延
山
会
総
会
研
修
会
講
師
別
府
市
二
○
一
四
年
八
月
二
六
日

「
お
シ
ャ
カ
さ
ま
と
さ
と
り
～
縁
起
」
、
三
島
市
仏
教
会
主
催
第
六
五
回
仏
教
文
化
講
演
会
講
師
、
三
島
市
本
覚
寺
二
○
一
三
年
一
二
月
五
日

「
生
活
に
現
れ
る
仏
教
語
ｌ
縁
起
」
、
甲
府
市
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考
え
る
会
」
主
催
定
期
勉
強
会
講
師
、
甲
府
市
市
民
会
館
。

「
グ
リ
ー
フ
・
ケ
ア
の
必
要
性
～
仏
陀
の
布
教
法
を
手
掛
か
り
に
」
日
蓮
宗
静
岡
県
東
部
宗
務
所
教
師
大
会
研
修
会
講
師
伊
豆
の
国
市
二
○
一
四
年

「
延
山
流
声
明
墨
譜
の
特
徴
」
（
松
村
壽
巌
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
「
日
蓮
教
学
教
団
史
の
諸
問
題
」
山
喜
房
、
二
○
一
四
年
三
月
、
九
五
三
’

九
六
九
頁
所
収
）

（
単
独
二
日
本
仏
教
に
お
け
る
海
東
仏
教
引
用
に
関
す
る
諸
問
題
ｌ
み
え
な
い
海
東
仏
教
の
影
響
Ｉ
」
（
金
剛
大
．
東
国
大
脈
事
業
団
共
同
国
際
学
術
大
会
、

大
韓
民
国
ソ
ウ
ル
特
別
市
曹
渓
寺
歴
史
文
化
記
念
館
国
際
会
議
場
、
二
○
一
三
年
二
月
二
九
日
）

（
単
著
）
「
日
本
仏
教
に
お
け
る
海
東
仏
教
引
用
に
関
す
る
諸
問
題
ｌ
み
え
な
い
海
東
仏
教
の
影
響
ｌ
」
（
「
忘
れ
ら
れ
た
韓
国
の
仏
教
思
想
家
ｌ
新
資
料
の

発
掘
と
思
想
の
発
見
ｌ
」
金
剛
大
．
東
国
大
朏
事
業
団
共
同
国
際
学
術
大
会
、
二
○
一
三
年
二
月
）

（
単
著
）
「
韓
国
仏
教
の
祈
祷
」
（
宮
川
了
篤
編
「
日
蓮
仏
教
に
お
け
る
祈
り
の
構
造
と
展
開
」
山
喜
房
佛
書
林
、
二
○
一
四
年
一
○
月
）

五
月
一
五
日

一
一



▽
間
宮
啓
壬
教
授

《
学
術
論
文
》

▽
三
輪
是
法
教
授

《
編
集
》

講
義
録
〉
」

《
学
会
発
表
》

《
講
演
〉

《
学
会
発
表
等
》

シ
リ
ー
ズ
日
蓮
第
一
巻
刊
行
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
法
華
経
と
日
蓮
」
於
立
正
大
学
パ
ネ
ル
発
表
「
法
華
経
と
密
教
」
（
平
成
二
六
年
六
月
二
八
且

マ
レ
ー
シ
ア
・
ベ
ナ
ン
島
一
念
寺
日
蓮
教
学
講
義
（
平
成
二
六
年
八
月
三
○
日
～
九
月
一
日
）

日
本
宗
教
学
会
第
七
三
回
学
術
大
会
於
同
志
社
大
学
．
念
三
千
の
観
心
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
平
成
二
六
年
九
月
一
二
日
）

《
学
術
論
文
等
》

正
木
晃
講
述
／
正
木
晃
・
間
宮
啓
壬
共
編
「
世
界
史
か
ら
観
た
仏
教
と
日
蓮
聖
人
の
宗
教
〈
平
成
二
四
年
（
二
○
一
二
）
度
日
蓮
宗
北
陸
教
区
教
師
研
修
会

講
義
録
〉
」
（
日
蓮
宗
富
山
県
宗
務
所
、
二
○
一
四
年
三
月
、
全
六
六
頁
）

彙
報

「
再
度
、
日
蓮
の
地
涌

二
四
七
～
二
七
六
頁
）

日
蓮
の
地
涌

「
日
蓮
に
お
け
る
「
龍
女
成
仏
」
理
解
の
系
譜
ｌ
「
即
身
成
仏
」
の
文
脈
で
ｌ
」
（
印
度
学
宗
教
学
会
『
論
集
」
第
四
○
号
、
二
○
一
三
年
一
二
月
、
一
～
二
五
頁
）

「
法
華
経
に
み
る
合
掌
の
心
ｌ
私
た
ち
に
と
っ
て
合
掌
と
は
ｌ
」
平
成
二
五
年
（
二
○
一
三
）
度
富
山
県
宗
務
所
一
日
幹
部
檀
信
徒
研
修
道
場
（
高
岡
駅
前

ウ
イ
ン
グ
ウ
イ
ン
グ
、
二
○
一
三
年
一
一
月
二
四
日
）

「
日
蓮
の
「
龍
女
成
仏
」
理
解
ｌ
「
即
身
成
仏
」
論
の
系
譜
に
お
い
て
ｌ
」
印
度
学
宗
教
学
会
第
五
六
回
学
術
大
会
（
種
智
院
大
学
、
二
○
一
四
年
六
月
一
日
）

「
近
代
日
本
に
お
け
る
日
蓮
信
仰
の
諸
相
Ｉ
北
一
輝
の
場
合
ｌ
」
（
村
松
課
巌
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
「
日
蓮
教
学
教
団
史
の
諸
問
題
」

「
近
代
日
本
に
お
け
る
日
蓮
教
学
の
受
容
」
（
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
」
第
七
九
号
「
信
仰
と
は
何
か
（
二
）
ｌ
教
え
の
展
開
と
実
践
ｌ
」

・
上
行
自
覚
を
論
ず
ｌ
山
上
氏
の
批
判
を
う
け
て
Ｉ
」
（
日
蓮
仏
教
研
究
所
「
日
蓮
仏
教
研
究
」
第
五
号
、
二
○
一
三
年
三
月
、

三

平
成
二
六
年
三
月
）

平
成
二
六
年
三
月
）



▽
望
月
海
慧
教
授

（
共
著
）

《
学
術
論
文
》

《
共
著
》 月

）

《
そ
の
他
》

連
載
中

「
法
華
経
の
教
え
」
「
み
の
ぶ
」
平
成
二
五
年
一
○
月
号
～
平
成
二
六
年
九
月
号

「
近
・
現
代
法
華
信
仰
者
の
足
跡
」
「
正
法
」
平
成
二
五
年
秋
彼
岸
号
～
平
成
二
六
年
秋
彼
岸
号

（
単
著
）
「
イ
ン
ド
に
お
け
る
法
華
仏
教
の
展
開
」
（
小
松
邦
彰
・
花
野
充
道
編
「
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
」
春
秋
社
、
平
成
二
六
年
五
月
）

（
単
著
）
「
ヴ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
僧
院
に
お
け
る
冒
冨
日
穴
閂
鼠
且
副
ロ
巴
（
奥
田
聖
應
先
生
頌
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
「
奥
田
聖
腫
先
生
頌
寿
記
念
イ

ン
ド
学
仏
教
学
論
集
」
佼
成
出
版
社
、
平
成
二
六
年
三
月
）

（
単
著
）
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
「
妙
法
蓮
華
註
」
「
五
百
弟
子
受
記
品
」
和
訳
」
（
「
身
延
論
叢
」
一
九
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
平
成
二
六
年
三
月
）

（
単
著
）
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
「
妙
法
蓮
華
註
」
「
見
宝
塔
品
」
和
訳
」
（
「
日
蓮
仏
教
研
究
」
第
六
号
、
常
円
寺
日
蓮
仏
教
研
究
所
、
平
成
二
六
年
三
月
）

（
単
著
）
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
「
妙
法
蓮
華
註
」
「
授
学
無
学
人
記
品
」
和
訳
」
（
村
松
瀞
巌
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
日
蓮
教
学
教
団
史
の
諸
問
題
」

（
単
著
）
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
「
妙
法
蓮
華
註
』
「
法
師
品
」
和
訳
」
（
「
法
華
文
化
研
究
」
第
三
九
号
、
立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所
、
平
成
二
五
年
三
月
）

（
単
著
）
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
「
妙
法
蓮
華
註
』
の
序
文
の
櫛
成
に
つ
い
て
」
二
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
」
第
一
三
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
平
成

「
法
華
経
と
密
教
」
ル
チ
ァ
・
ド
ル
チ
ェ
論
文
翻
訳
（
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
第
一
巻
「
法
華
経
と
日
蓮
」
平
成
二
六
年
五
月
）

「
近
代
日
本
に
お
け
る
日
蓮
仏
教
信
仰
者
の
祈
り
ｌ
高
山
樗
牛
の
場
合
ｌ
」
（
宮
川
了
篤
編
「
日
蓮
仏
教
に
お
け
る
祈
り
の
櫛
造
と
展
開
」
平
成
二
六
年
十

山
喜
房
佛
書
林
、
平
成
二
六
年
三
月
）

二
五
年
一
○
月
）

「
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
第
一
巻
法
華
経
と
日
蓮
」
春
秋
社

四



▽
望
月
真
澄
教
授

《
学
会
パ
ネ
ル
発
表
代
表
者
》

《
学
会
発
表
》

《
講
演
〉

《
学
術
論
文
等
》

《
編
著
書
》

《
海
外
出
張
》

彙
報

「
日
蓮
宗
海
外
大
学
派
遣
研
修
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
平
成
二
六
年
二
月
二
三
日
～
三
月
一
日
）

第
一
七
回
国
際
仏
教
学
会
（
ウ
ィ
ー
ン
大
学
、
平
成
二
六
年
八
月
一
七
～
二
五
日
）

「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
「
妙
法
蓮
華
註
」
の
序
文
の
構
成
に
つ
い
て
」
（
第
六
六
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
立
正
大
学
、
平
成
二
五
年
一
○
月
二
五
日
）

履
○
邑
吾
の
弓
曽
胃
局
言
自
厨
具
シ
珍
隠
ｏ
忽
昌
＆
言
冒
冒
日
冨
『
尉
旦
副
目
啄
三
日
冨
蚤
．
弓
号
９
眉
吊
協
ｏ
冨
胃
冒
扇
昌
呂
呂
巴
シ
閉
。
ｇ
呂
目
具

国
且
号
冒
聾
且
屑
．
ご
己
く
閏
め
ど
具
く
汚
愚
。
く
行
目
（
第
一
七
回
国
際
仏
教
学
会
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
、
平
成
二
六
年
八
月
一
九
日
）

「
ロ
号
幽
昌
冨
『
鼠
凰
薗
冒
の
恩
昌
ミ
魯
愚
員
烏
曾
に
つ
い
て
」
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
五
回
学
術
大
会
、
武
蔵
野
大
学
、
平
成
二
六
年
八
月
三
○
日
）

「
「
法
華
玄
讃
」
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
の
特
徴
」
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
五
回
学
術
大
会
、
武
蔵
野
大
学
、
平
成
二
六
年
八
月
三
一
日
）

「
ア
シ
ユ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
に
帰
さ
れ
る
密
教
文
献
に
つ
い
て
」
日
本
宗
教
学
会
第
七
三
回
学
術
大
会
、
同
志
社
大
学
、
平
成
二
六
年
九
月
一
三
日
）

「
滝
見
観
世
音
仏
画
と
半
鐘
に
み
る
茶
屋
家
と
広
南
院
の
関
係
」
（
越
日
外
交
関
係
樹
立
四
○
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
「
越
日
関
係
史
の
回
顧
と

「
ダ
ラ
イ
ラ
マ
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
を
見
る
」
（
身
延
山
大
学
甲
府
公
開
講
座
、
山
梨
県
立
図
書
館
、
平
成
二
五
年
二
月
一
五
日
）

「
佐
渡
阿
闇
梨
日
向
上
人
」
（
日
蓮
宗
山
梨
第
一
部
宗
務
所
身
延
山
第
二
祖
佐
渡
阿
闇
梨
日
向
上
人
七
百
遠
忌
記
念
法
要
、
身
延
山
久
遠
寺
、
平
成
二
五
年

「
内
陸
ア
ジ
ア
に
お
け
る
法
華
経
の
展
開
」
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
五
回
学
術
大
会
、
武
蔵
野
大
学
、
平
成
二
六
年
八
月
三
一
日
）

「
日
蓮
と
法
華
の
至
宝
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」
第
七
巻
、
（
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
平
成
二
六
年
四
月
）

二
月
九
日
）

五



《
講
演
》

〈
学
会
発
表
〉

《
そ
の
他
》

「
宗
門
史
跡
車
返
霊
場
に
つ
い
て
」
（
静
岡
県
裾
野
市
車
返
結
社
平
成
二
五
年
一
○
月
日
蓮
宗
顕
彰
護
持
委
員
会
研
修
）

「
身
延
山
案
内
」
（
身
延
山
平
成
二
五
年
一
○
月
静
岡
県
中
部
宗
務
所
寺
庭
婦
人
会
研
修
）

「
身
延
山
案
内
（
宿
泊
研
修
）
」
（
身
延
山
平
成
二
五
年
一
○
月
山
梨
県
国
民
文
化
祭
企
画
）

「
日
蓮
宗
の
年
中
行
事
の
ル
ー
ツ
を
探
る
」
（
静
岡
市
パ
ル
シ
ェ
平
成
二
五
年
三
月
日
蓮
宗
静
岡
中
部
宗
務
所
声
明
師
会
研
修
）

「
身
延
山
と
い
う
霊
場
」
（
静
岡
県
富
士
市
本
成
寺
平
成
二
五
年
三
月
千
部
会
講
話
）

「
法
華
経
二
八
品
を
歩
く
」
（
身
延
山
総
門
～
本
堂
平
成
二
六
年
四
月
身
延
山
大
学
図
書
館
・
身
延
山
宝
物
館
合
同
企
画
展
巡
見
）

「
日
蓮
宗
寺
院
の
年
中
行
事
」
（
日
蓮
宗
宗
務
院
平
成
二
六
年
六
月
日
蓮
宗
勧
学
院
講
座
）

「
郷
土
を
歩
く
」
（
静
岡
市
由
比
地
区
平
成
二
六
年
六
月
静
岡
市
生
涯
学
習
講
座
）

「
身
延
山
と
い
う
霊
場
」
（
身
延
町
元
町
公
民
館
平
成
二
六
年
六
月
身
延
町
元
町
公
民
館
講
座
）

「
富
士
山
と
身
延
山
」
（
身
延
町
公
民
館
平
成
二
六
年
七
月
身
延
山
大
学
身
延
公
開
講
座
）

「
七
面
山
の
霊
場
案
内
」
（
平
成
二
六
年
九
月
静
岡
県
中
部
宗
務
所
寺
庭
婦
人
会
研
修
）

「
近
世
日
蓮
伝
記
に
お
け
る
旗
曼
茶
羅
の
記
述
」
（
松
村
寿
厳
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
「
日
蓮
教
学
教
団
史
論
集
』
所
収
）
平
成
二
六
年
三
月

「
日
像
上
人
の
北
陸
伝
道
」
（
福
井
県
敦
賀
市
妙
顕
寺
本
堂
落
慶
記
念
誌
平
成
二
六
年
五
月
）

「
身
延
山
参
詣
道
の
今
昔
（
三
）
」
（
郷
土
研
究
「
結
愛
」
六
号
平
成
二
六
年
五
月
）

展
望
中
部
ベ
ト
ナ
ム
の
視
点
か
ら
」
（
ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
大
学
、
平
成
二
五
年
二
月
）

「
近
世
日
蓮
伝
記
本
に
お
け
る
挿
絵
の
特
徴
－
深
見
要
言
「
高
祖
累
歳
録
」
を
中
心
に
－
」
（
宮
川
了
篤
編
「
日
蓮
仏
教
に
お
け
る
祈
り
の
構
造
と
展
開
」

越
日
外
交
関
係
樹
立
四
○
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
滝
見
観
世
音
仏
画
と
半
鐘
に
み
る
茶
屋
家
と
広
南
院
の
関
係
」
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
パ
ネ
ラ
ー
「
越

日
関
係
史
の
回
顧
と
展
望
中
部
ベ
ト
ナ
ム
の
視
点
か
ら
」
（
ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
大
学
平
成
二
五
年
一
一
月
）

山
喜
房
仏
書
林
、
平
成
二
六
年
一
○
月

坐
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▽
田
沼
朗
教
授

▽
長
又
高
夫
教
授

▽
伊
東
久
実
准
教
授

〈
共
編
著
書
》

「
子
ど
も
白
書
２
０
１
４
．
．
．
発
信
す
る
子
ど
も
・
若
者
た
ち
－
出
会
い
で
子
ど
も
が
変
わ
る
－
」
（
日
本
子
ど
も
を
守
る
会
編
子
ど
も
と
学
校
領
域

担
当
編
集
委
員
平
成
二
六
年
八
月
六
日
本
の
泉
社
）

《
論
稿
》

《
そ
の
他
》

《
学
会
発
表
等
》

《
学
術
論
文
》

彙
報

「
日
蓮
宗
年
中
行
事
の
今
昔
」
（
徳
島
グ
ラ
ン
ビ
リ
オ
ホ
テ
ル
平
成
二
六
年
九
月
日
蓮
宗
勧
学
院
中
四
国
教
区
教
学
研
修
会
）

「
第
五
三
回
教
育
科
学
研
究
会
全
国
大
会
学
校
づ
く
り
分
科
会
基
調
報
告
」
平
成
二
六
年
八
月
九
日
法
政
大
学
）

「
１
９
８
０
年
代
教
育
権
論
争
再
考
・
・
・
今
橋
教
育
法
の
意
義
と
課
題
」
（
東
京
高
等
学
校
教
育
法
研
究
会
平
成
二
六
年
九
月
二
○
日
立
正
大
学
品

「
危
機
に
立
つ
学
校
教
育
の
性
格
・
・
・
子
ど
も
と
学
校
、
こ
の
一
年
」
（
前
掲
「
子
ど
も
白
書
２
０
１
４
」
）

「
社
会
権
と
し
て
の
教
育
権
の
意
義
と
課
題
」
（
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
第
一
四
号
」
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
二
○
一
三
年
一
○
月
）

「
つ
ま
づ
き
か
ら
の
立
ち
直
り
：
．
協
同
労
働
と
い
う
働
き
方
」
子
ど
も
・
若
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
主
催
一
子
ど
も
・
若
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
４
」
第
三
分
科
会
講
演
早
稲
田
大
学
戸
山
キ
ャ
ン
パ
ス
平
成
二
六
年
一
月
一
二
日

「
寛
喜
飢
鐘
時
の
北
条
泰
時
の
撫
民
政
策
」
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
第
十
四
号
、
平
成
二
五
年
一
○
月

川
キ
ャ
ン
パ
ス
）
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▽
楢
木
博
之
准
教
授

《
学
会
発
表
〉

（
単
独
）

《
そ
の
他
》

《
学
術
論
文
》

ジ
ニ
○
一

《
調
査
・
出
張
〉

《
学
術
論
文
》

（
単
著
）

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）

《
講
演
等
》

「
事
例
検
討
道
場
」
（
「
月
刊
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
一
二
月
号
」
環
境
新
聞
社
二
○
一
三
年
二
月
）

「
異
文
化
探
訪
ｌ
子
ど
も
の
声
に
耳
を
傾
け
る
ロ
ン
ド
ン
の
図
書
館
」
、
平
成
二
五
年
十
一
月
二
一
日
、
甲
府
公
開
講
座
、
山
梨
県
立
図
書
館
）

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
講
座
～
地
域
活
動
の
情
報
共
有
か
ら
今
後
の
連
携
に
向
け
て
～
」
、
平
成
二
五
年
年
十
二
月
八
日
、
県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ

ジ
二
○
一
三
、
広
域
ベ
ー
ス
帳
、
山
梨
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
）

山
大
学
仏
教
学
部
、
二
○
一
三
年
十
月
）

（
単
著
）
「
地
域
ケ
ア
マ
ネ
団
体
が
行
う
研

単
著
）
「
地
域
ケ
ア
マ
ネ
団
体
が
行
う
研

（
単
著
）
「
社
会
福
祉
士
実
習
に
お
け
る
実
習
施
設
と
養
成
校
に
お
け
る
実
習
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
協
働
」
（
「
身
延
山
大
学
学
部
紀
要
」
第
十
四
号
、
身
延

（
海
外
）
「
ト
ロ
ン
ト
公
共
図
書
館
読
み
聞
か
せ
会
の
活
動
内
容
調
査
」
、
（
カ
ナ
ダ
、
リ
リ
ア
ン
．
Ｈ
・
ス
ミ
ス
図
書
館
そ
の
他
、
二
○
一
四
年
八
月
三
日
、

～
八
月
二
日
）

修
の
あ
り
方
～
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
～
（
第
三
回
静
岡
県
ケ
ア
マ
ネ
発
表
大
会
静
岡
県

介
護
支
援
専
門
員
協
会
二
○
一
四
年
八
月
）

「
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
に
自
己
評
価
シ
ー
ト
を
導
入
し
て
の
効
果
と
課
題
」
（
第
七
回
日
本
介
護
支
援
専
門
員
協
会
全
国
大
会

「
英
国
サ
マ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
学
ぶ
言
語
活
動
」
、
平
成
二
六
年
六
月
、
第
四
四
回
中
部
地
区
英
語
教
育
学
会
）

「
学
生
に
よ
る
身
延
町
子
育
て
支
援
と
そ
の
教
育
的
効
果
」
（
「
身
延
論
叢
」
第
一
九
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
平
成
二
六
年
三
月
）
」
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《
講
演
等
〉

彙
報

「
今
後
の
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
～
よ
り
よ
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
目
指
し
て
」
（
御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
ざ
く
ら
御
殿
場
市
・
小
山
町

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
意
見
交
換
会
二
○
一
三
年
二
月
二
日
）

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
地
域
ケ
ア
会
議
の
理
解
と
事
例
検
討
に
つ
い
て
」
（
サ
ン
ウ
ェ
ル
沼
津
か
な
お
か
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
二
○
一
三
年

「
実
践
報
告
の
ま
と
め
方
を
学
ぼ
う
！
」
（
山
梨
県
立
大
学
飯
田
キ
ャ
ン
パ
ス
山
梨
社
会
福
祉
実
践
学
会
二
○
一
三
年
一
○
月
六
日
）

「
介
護
保
険
制
度
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
に
つ
い
て
」
（
沼
津
薬
剤
師
会
医
薬
分
業
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
一
般
社
団
法
人
沼
津
薬
剤
師
会

「
医
療
相
談
員
・
介
護
支
援
専
門
員
が
よ
り
良
い
支
援
を
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
～
地
域
課
題
を
共
有
し
よ
う
～
」
（
笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン

タ
ー
笛
吹
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
二
○
一
三
年
一
二
月
一
○
日
）

「
自
立
支
援
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
」
（
東
伊
豆
役
場
東
伊
豆
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
二
○
一
四
年
一
月
一
四
日
）

「
私
が
介
護
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
」
（
二
○
一
四
年
一
月
二
七
日
）
「
医
療
保
険
と
介
護
保
険
を
理
解
し
よ
う
～
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
」
（
御
殿
場
市
役
所
高
根
支
所
御
殿
場
市
高
根
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
二
○
一
四
年
二
月
四
日
）

「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
意
義
・
方
法
」
（
浜
松
市
西
区
役
所
浜
松
市
西
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
二
○
一
四
年
一
月
二
八
日
）

「
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
権
利
擁
護
」
（
浜
松
市
復
興
記
念
会
館
静
岡
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
第
三
回
初
任
者
研
修
二
○
一
四
年

「
事
例
検
討
の
方
法
・
実
践
」
（
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
シ
ズ
ウ
ェ
ル
静
岡
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
第
二
回
初
任
者
研
修
二
○
一
三

（
単
独
）
「
事
例
検
討
会
を
継
続
開
催
し
て
の
効
果
～
静
岡
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
の
活
動
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
～
」
（
第
六
二
回
公
益
社
団

法
人
日
本
医
療
社
会
福
祉
協
会
全
国
大
会
二
○
一
四
年
五
月
）

（
単
独
）
「
Ａ
県
に
お
け
る
市
町
ケ
ア
マ
ネ
団
体
に
お
け
る
研
修
活
動
の
現
状
と
課
題
」
（
日
本
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
第
一
三
回
研
究
大
会
二
○
一
四

年
七
月
）

年
一
一
月
二
日
）

二
○
一
三
年
一
○
月
二
四
日
）

二
○
一
三
年
一
二
月
）

一
二
月
三
日
・
二
○
一
四
年
二
月
一
四
日
）
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「
実
践
研
究
の
方
法
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
（
岡
村
記
念
病
院
二
○
一
四
年
七
月
五
日
静
岡
県
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
第
一
回
初
任
者

「
社
会
保
障
制
度
改
正
の
概
要
」
ふ
じ
さ
ん
め
っ
せ
第
三
回
ケ
ア
マ
ネ
発
表
大
会
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
二
○
一
四
年
六
月
七
日
）

「
高
齢
者
の
心
の
特
徴
と
接
し
方
の
ポ
イ
ン
ト
」
（
御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
ざ
く
ら
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
御
殿
場
市
介
護
福
祉
課

「
社
会
福
祉
士
会
基
礎
研
修
Ⅲ
実
践
評
価
・
実
践
研
究
科
目
Ｉ
」
（
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
シ
ズ
ウ
ェ
ル
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
二
○
一
四
年
五

「
平
成
二
六
年
度
診
療
報
酬
改
定
と
介
護
保
険
制
度
へ
の
影
響
と
変
化
」
（
介
護
老
人
保
健
施
設
梅
名
の
里
介
護
老
人
保
健
施
設
梅
名
の
里
職
員
研
修

「
介
護
関
係
者
も
知
っ
て
お
き
た
い
平
成
二
六
年
度
診
療
報
酬
改
定
」
（
沼
津
薬
剤
師
会
医
薬
分
業
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
東
部
在
宅
ケ
ア
研
究
会

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
支
援
経
過
の
書
き
方
に
つ
い
て
」
（
御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
ざ
く
ら
御
殿
場
・
小
山
介
護
支
援
専
門
員
連
絡

「
居
宅
介
護
支
援
事
例
研
究
」
（
静
岡
市
東
部
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
清
水
テ
ル
サ
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
課
程
Ⅱ
二
○
一
四
年
六
月
一
七
日
．

「
実
習
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
論
」
（
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
シ
ズ
ウ
ェ
ル
静
岡
県
社
会
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
会
二
○
一
四
年
二
月
一
五
日
．

山
梨
県
立
大
学
山
梨
県
社
会
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
会
二
○
一
四
年
七
月
一
三
日
）

「
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」
（
富
士
宮
市
総
合
福
祉
会
館
富
士
宮
市
介
護
保
険
事
業
者
連
絡
協
議
会
二
○
一
四
年
四
月
二
日
）

「
介
護
保
険
法
改
正
に
つ
い
て
」
（
御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
御
殿
場
・
小
山
介
護
支
援
専
門
員
連
絡
協
議
会
二
○
一
四
年
四
月
一
五
日
）

「
介
護
支
援
専
門
員
の
課
題
」
（
静
岡
市
東
部
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
清
水
テ
ル
サ
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
課
程
Ⅱ
二
○
一
四
年
六
月
三
日
．

研
修
）

協
議
会
二
○
一
四
年
五
月
二
○
日
）

月
三
一
日
）

九
月
三
○
日
）

九
月
一
七
日
）

二
○
一
四
年
五
月
一
一
日
）

二
○
一
四
年
五
月
一
○
日
）

二
月
八
日
）

二
○
一
四
年
七
月
一
日
）

一

○



蕊
報

「
実
践
研
究
の
意
義
研
究
と
は
何
か
」
（
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
シ
ズ
ウ
ェ
ル
実
践
研
究
セ
ミ
ナ
ー
静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
二
○
一
四
年
七
月

「
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
価
値
と
倫
理
」
（
甲
府
市
立
甲
府
病
院
山
梨
県
医
療
社
会
事
業
協
会
新
任
者
研
修
会
二
○
一
四
年
七
月
一
二
日
）

「
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
の
必
要
性
」
（
修
善
寺
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
研
修
会
伊
豆
市
長
寿
介
護
課
二
○
一
四
年
七
月
一
四
日
・
八
月

「
介
護
支
援
専
門
員
に
求
め
ら
れ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
視
点
」
（
千
本
プ
ラ
ザ
か
な
お
か
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
二
○
一
四
年
七
月
二
二
且

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
考
え
方
」
「
対
人
個
別
援
助
技
術
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
こ
（
静
岡
市
東
部
勤
労
者
セ
ン
タ
ー
清
水
テ

ル
サ
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
専
門
研
修
課
程
Ｉ
二
○
一
四
年
八
月
四
日
）

「
地
域
ケ
ア
会
議
の
プ
ロ
セ
ス
」
（
第
五
地
区
セ
ン
タ
ー
か
な
お
か
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
二
○
一
四
年
八
月
二
六
日
）

「
初
め
て
出
会
う
方
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
」
（
山
梨
県
立
身
延
高
校
身
延
高
校
高
大
連
撰
授
業
二
○
一
四
年
九
月
一
日
）

「
地
域
の
高
齢
者
を
取
り
巻
く
課
題
」
（
サ
ン
ウ
ェ
ル
沼
津
地
域
ケ
ア
会
議
Ｗ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｗ
Ａ
会
議
沼
津
市
中
央
地
区
千
本
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ケ
ア
に
活
か
す
記
録
の
基
礎
知
識
」
（
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
技
術
指
導
研
修
二
○
一
四
年
九
月
五
日
）

「
模
擬
地
域
ケ
ア
会
議
」
（
サ
ン
ウ
ェ
ル
沼
津
か
な
お
か
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
二
○
一
四
年
九
月
一
二
日
）

「
社
会
保
障
制
度
改
革
と
医
療
・
介
護
の
連
携
」
（
プ
ラ
ザ
ヴ
ェ
ル
デ
静
岡
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
東
部
地
区
研
修
会
二
○
一
四
年
九
月
二
○
日
）

「
認
知
症
の
人
と
関
わ
る
た
め
に
」
（
山
梨
県
立
身
延
高
校
身
延
高
校
高
大
連
携
授
業
二
○
一
四
年
九
月
二
二
且

「
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
」
（
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
技
術
指
導
研
修
二
○
一
四
年
九
月
二
五
旦

「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
」
（
天
間
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
他
平
成
二
六
年
度
三
圏
域
合
同
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
二
○
一
四
年
四
月

「
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
」
（
山
梨
県
キ

「
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
」
（
天

二
一
日
・
六
月
二
三
日
・
八
月
六
日
）

「
相
談
職
グ
ル
ー
プ
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
研
修
会
」
（
伊
豆
高
原
十
字
の
園
社
会
福
祉
法
人
十
字
の
園
相
談
色
研
修
二
○
一
四
年
五
月
一
九
日
・
七
月

「
平
成
二
六
年
度
外
国
人
介
護
福
祉
士
候
補
者
学
習
支
援
事
業
講
師
」

－
ハ
ロ
ｕ
）

八
日
）

七
日
・
八
月
五
日
・
九
月
二
九
日
）

二
○
一
四
年
九
月
二
日
）

一
一



▽
木
村
中
一
専
任
講
師

《
そ
の
他
》

《
講
演
》

《
学
会
発
表
〉

《
学
術
論
文
》

《
著
書
》「

日
蓮
聖
人
伝

「
日
蓮
聖
人
伝

「
日
蓮
聖
人
伝

「
仏
教
入
門
」
興
無
量
院
宗
学
堂
（
風
無
量
院
宗
学
堂
、
平
成
二
四
年
十
月
～
平
成
二
六
年
七
月
、
毎
月
一
回
）

「
御
遺
文
格
護
の
現
状
と
課
題
」
北
海
道
南
部
宗
務
所
（
北
海
道
小
樽
市
、
平
成
二
六
年
五
月
三
十
旦

「
近
世
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け
る
法
華
経
の
刊
行
に
つ
い
て
」
、
平
成
二
五
年
十
月
二
六
日
、
第
六
六
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
（
立
正
大
学
）

「
在
家
者
の
遺
文
出
版
活
動
ｌ
そ
れ
に
込
め
た
信
仰
と
祈
り
ｌ
」
（
宮
川
了
篤
編
「
日
蓮
仏
教
に
お
け
る
祈
り
の
構
造
と
展
開
」
、
山
喜
房
佛
書
林
、
平
成

二
六
年
十
月
）

仏
教
学
会
、
平
成
二
六
年
三
月
）

「
貞
松
蓮
永
寺
蔵
「
立
正
安
国
論
」

「
日
蓮
遺
文
写
本
に
関
す
る
一
考
察
ｌ
特
に
貞
松
蓮
永
寺
蔵
『
立
正
安
国
論
」
写
本
を
中
心
に
ｌ
」
（
「
印
度
學
佛
教
學
研
究
」
六
二
（
二
）
、
日
本
印
度
学

（
単
編
）
「
最
初
具
足
山
妙
顕
寺
史
」
（
最
初
具
足
山
妙
顕
寺
、
平
成
二
六
年
五
月
）

（
共
編
）
「
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
」
第
七
巻
（
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
平
成
二
六
年
三
月
）

（
分
担
執
筆
）
「
法
華
版
経
の
刊
本
」
『
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
」
（
春
秋
社
、
平
成
二
六
年
六
月
）

二
六
年
三
月
）

そ
の
四
」
（
「
あ
ん
の
ん
』

そ
の
五
」
（
「
あ
ん
の
ん
』

そ
の
六
」
（
「
あ
ん
の
ん
」

に
関
す
る
一
考
察
」
（
「
日
蓮
教
学
教
団
史
の
諸
問
題
松
村
壽
巌
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』
、
山
喜
房
佛
書
林
、
平
成

NO NQNn
七七七
七六五

、 、 、

長
崎
熊
本
教
化
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
六
年
四
月
）

長
崎
熊
本
教
化
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
六
年
八
月
）

長
崎
熊
本
教
化
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
六
年
十
月
）

一
一
一



▽
金
炳
坤
特
任
講
師

《
学
術
論
文
》

《
受
賞
》

《
論
評
》

《
学
会
発
表
》

（
単
独
）
「
義
寂
釈

年
八
月
三
○
日
）

（
単
独
）
「
西
域
出

《
研
究
協
力
》

「
西
域
出

日
本
印
度
学
仏
教
学
会
賞
、
二
○
一
四
年
八
月

彙
報

（
単
著
）
「
ウ
イ
グ

一
三
年
一
○
月
）

（
単
著
）
「
慢
興
樫

（
単
著
）
「
利
都
性

書
林
、
二
○
意

「
慢
興
撰

「
ウ
イ
グ

（
単
著
）
「
〔
韓
国
語
〕
「
も
う
一
つ
の
新
羅
僧
侶
「
法
華
経
論
」
注
釈
書
に
つ
い
て
」
を
読
ん
で
」
二
忘
れ
ら
れ
た
韓
国
の
仏
教
思
想
家
ｌ
新
資
料
の
発
掘

と
思
想
の
発
見
ｌ
」
、
金
剛
大
．
東
国
大
脈
事
業
団
共
同
国
際
学
術
大
会
、
二
○
一
三
年
二
月
）

（
単
独
）
「
〔
韓
国
語
〕
「
も
う
一
つ
の
新
羅
僧
侶
「
法
華
経
論
」
注
釈
書
に
つ
い
て
」
を
読
ん
で
」
（
金
剛
大
．
東
国
大
肌
事
業
団
共
同
国
際
学
術
大
会
、
大

韓
民
国
ソ
ウ
ル
特
別
市
曹
渓
寺
歴
史
文
化
記
念
館
国
際
会
議
場
、
二
○
一
三
年
二
月
三
○
日
）

（
単
独
）
「
義
寂
釈
義
一
撰
「
法
華
経
論
述
記
」
に
つ
い
て
」
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
五
回
学
術
大
会
、
武
蔵
野
大
学
有
明
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
○
一
四

（
単
独
）
「
ウ
イ
グ
ル
語
訳

一
三
年
一
○
月
二
五
日
）

「
法
華
経
疏
」
の
逸
文
に
つ
い
て
」
二
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
六
二
巻
第
一
号
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
○
一
三
年
一
二
月
）

「
利
都
法
師
釈
之
、
比
丘
曇
延
許
「
法
華
経
義
記
」
第
一
巻
に
つ
い
て
」
（
宮
川
了
篤
編
『
日
蓮
仏
教
に
お
け
る
祈
り
の
構
造
と
展
開
」
山
喜
房
佛

二
○
一
四
年
一
○
月
）

ル
語
訳

土
法
華
章
疏
の
諸
相
」
（
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
第
六
五
回
学
術
大
会
、
武
蔵
野
大
学
有
明
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
○
一
四
年
八
月
三
一
且

「
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
」
の
研
究
状
況
と
課
題
」
（
第
六
六
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
、
立
正
大
学
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
、
二
○

「
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
」
の
研
究
状
況
と
課
題
」
（
「
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
紀
要
」
第
一
四
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
部
、
二
○

一
一
一
一



▽
佐
々
木
さ
ち
子
特
任
講
師

▽
森
田
麻
登
特
任
講
師

《
学
術
論
文
》

《
新
聞
取
材
》

《
講
演
》

《
学
会
発
表
》

「
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
容
量
と
主
観
的
時
間
評
価
」
日
本
時
間
学
会
第
六
回
大
会
（
平
成
二
六
年
六
月
七
日
）

農
冒
島
く
昼
臣
一
＆
静
愚
月
隅
冒
扇
胃
ｇ
一
○
四
ｏ
巴
骨
目
①
、
薯
シ
里
自
界
胃
ｇ
一
○
函
］
シ
の
の
。
旦
昌
。
ロ
、
昏
○
ｏ
ロ
毎
吋
ｇ
ｏ
①
↓
目
。
ご
◎
．
］
９
９
．
（
邑
匡
．
富
胃
呂
）

●

望
月
海
慧
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
妙
法
蓮
華
註
」
「
五
百
弟
子
受
記
品
」
和
訳
」
今
身
延
論
叢
」
第
一
九
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
二
○
一
四
年
三
月
）

望
月
海
慧
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
「
妙
法
蓮
華
註
」
「
授
学
無
学
人
記
品
」
和
訳
」
（
松
村
需
嚴
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
集
「
日
蓮
教
学
教
団
史
の
諸
問

題
ｌ
松
村
需
嚴
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
○
一
四
年
三
月
）

望
月
海
慧
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
妙
法
蓮
華
註
」
「
法
師
品
」
和
訳
」
（
「
法
華
文
化
研
究
」
第
三
九
号
、
立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所
、
二
○
一
三
年
三
月
）

望
月
海
慧
「
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
「
妙
法
蓮
華
註
」
「
見
宝
塔
品
」
和
訳
」
（
「
日
蓮
仏
教
研
究
」
第
六
号
、
常
円
寺
日
蓮
仏
教
研
究
所
、
二
○
一
四
年
三
月
）

「
大
人
の
粘
土
こ
れ
て
満
足
」
日
本
経
済
新
聞
日
経
冨
］
（
平
成
二
五
年
二
月
二
九
日
）

「
大
相
撲
の
町
な
の
に
…
な
ぜ
「
横
綱
」
で
な
く
「
横
網
」
？
」
日
本
経
済
新
聞
電
子
版
（
平
成
二
五
年
九
月
一
八
日
）

「
地
域
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
の
充
実
に
む
け
て
」
第
五
五
回
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
研
究
大
会
第
四
分
科
会
（
平
成
二
五
年
七
月
二
日
）

「
人
と
こ
こ
ろ
」
平
成
二
六
年
度
身
延
山
大
学
保
護
者
会
総
会
記
念
講
演
（
平
成
二
六
年
六
月
六
日
）

「
発
達
障
害
を
も
つ
生
徒
の
理
解
と
指
導
」
筑
波
大
学
附
属
中
学
校
教
員
研
修
会
（
平
成
二
六
年
八
月
二
九
日
）

「
問
題
行
動
の
見
方
」
二
○
一
三
年
県
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
カ
レ
ッ
ジ
地
域
ベ
ー
ス
講
座
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
や
ま
な
し
（
平
成
二
五
年
二
月
三
○

日
…

一

四



○
平
成
二
五
年
仏
教
学
部
卒
業
論
文
論
題
及
び
指
導
教
員

《
講
演
等
》

《
学
会
発
表
》

〈
仏
教
学
科
〉

彙
報

蘭
賢
隆

黒
木
一
徳

猿
渡
聖
晃

竹
内
陽
介

平
山
要
仲

渡
邊
正
之

青
木
義
聡

赤
林
英
双

秋
山
沙
也
香

佐
野
静
枝

「
高
齢
者
の
誤
嚥
予
防
対
策
」
（
「
身
延
論
叢
」
第
一
九
号
、
身
延
山
大
学
仏
教
学
会
、
平
成
二
六
年
三
月
）

「
介
護
の
こ
こ
ろ
」
（
平
成
二
六
年
六
月
一
六
日
身
延
山
学
園
講
座
）

「
移
動
・
移
乗
介
助
に
お
け
る
支
援
の
方
法
」
（
平
成
二
六
年
九
月
五
日
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
技
術
指
導
研
修
）

「
タ
ー
ミ
ナ
ル
ヶ
ア
」
（
平
成
二
六
年
九
月
二
五
日
山
梨
県
キ
ャ
リ
ア
形
成
技
術
指
導
研
修
）

「
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
の
日
常
生
活
新
し
い
老
化
の
考
え
方
」
（
遊
亀
公
民
館
平
成
二
五
年
二
月
一
八
日
甲
府
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
推

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
誤
嚥
予
防
対
策
の
現
状
」
第
六
回
日
本
生
活
支
援
学
会
岩
手
県
立
大
学
平
成
二
六
年
四
月
一
九
日
）

進
事
業
）

日
親
上
人
伝
研
究

諸
宗
教
に
お
け
る
地
獄
観
と
日
蓮
聖
人
の
地
獄
観
（
諦
法
観
）
に
つ
い
て
の
考
察

日
蓮
聖
人
の
四
大
法
難
に
関
す
る
研
究

鬼
子
母
神
の
制
作
と
工
程

鬼
子
母
神
の
制
作

人
々
の
祈
り
と
日
蓮
宗
の
修
法
祈
禰

日
本
に
お
け
る
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ブ
ッ
デ
ィ
ズ
ム

日
蓮
宗
の
妙
見
信
仰
に
つ
い
て

ラ
オ
ス
漆
の
研
究

日
蓮
宗
寺
院
の
年
中
行
事
に
つ
い
て

木
村
中
一

木
村
中
一

木
村
中
一

柳
本
伊
左
雄

柳
本
伊
左
雄

望
月
真
澄

三
輪
是
法

望
月
真
澄

柳
本
伊
左
雄

望
月
真
澄

一

五



西
淳
伸

〈
福
祉
学
科
〉

井
出
直

井
上
宏

川
口
依 直

鈴
木

堀
池

伊
井

梶
原

花
形

日
向

成勇涼敦彩里
美貴 菜 希

宏
樹

依
那

介
護
保
険
施
設
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
職
場
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
楢
木
博
之

高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
楢
木
博
之

聴
覚
障
が
い
者
と
手
話
ソ
ン
グ
伊
東
久
実

山
梨
の
伝
承
遊
び
に
つ
い
て
伊
東
久
実

保
育
施
設
に
お
け
る
児
童
文
化
財
ｌ
パ
ネ
ル
シ
ァ
タ
ー
の
現
状
と
可
能
性
Ｉ
伊
東
久
実

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
役
割
と
今
後
の
課
題
～
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
み
え
て
き
た
こ
と
～

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
導
入
に
お
け
る
現
状
と
課
題

障
害
者
の
性
に
つ
い
て

在
宅
介
護
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
現
状
と
課
題
」

近
代
の
日
蓮
信
仰

山
田
真
由
美

楢
木
博
之

～
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
か
ら
み
え
て
き
た
こ
と
～

楢
木
博
之

望
月
真
澄

山
田
英
美
・
楢
木
博
之

一
一
ハ


